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 1　東久留米市　川岸遺跡

大型環状ブロック群と多数の斧形石器

時代
遺構
遺物
キーワード

調査概要



直径約 40m

未調査範囲
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東久留米市　川岸遺跡　

東京都　

第１図　川岸遺跡の位置と周辺地形
（国土地理院基盤地図情報データ・遠藤ほか2019から作成）

第２図　立川ロームⅨ層遺物分布図

第３図　川岸遺跡環状ブロック群空撮（北西から）

第５図　斧形石器 第６図　ナイフ形石器と台形様石器

第４図　斧形石器出土状況
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 2　北区　十条台遺跡群南橋遺跡
時代

遺構

遺物
キーワード
調査概要

弥生時代後期から古墳時代初頭と古代のふたつの時代に集落が営まれた



第 1図　62 号住居跡の炭化材出土状況 第２図　113 号住居跡の遺物出土状況

第３図　２号方形周溝墓の遺物出土状況 第４図　大型柱穴（P92）の完掘状況

第５図　57 号住居跡の床面検出状況 第６図　57 号住居跡の遺物出土状況

第７図　１号掘立柱建物跡の検出状況 第８図　出土した須恵器・土師器



奥東京湾への出入口に営まれた大規模集落の様相

 3　足立区　花畑遺跡
時代

遺構
遺物

キーワード
調査概要



第５図　５世紀前半の阿羅加耶の位置図

第１図　高坏内の鏡形石製模造品と臼玉

第２図　258号土坑全景
第３図　258号土坑内遺物分布図

第４図　保木間５－38番地周辺での発掘調査

第７図　韓式系土器（右と左が軟質土器）第６図　住居跡 第８図　H区12G－１号土坑
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遺構
遺物
キーワード

調査概要

 4　板橋区　成増天神脇遺跡横穴墓群

分布が少ない荒川下流域で、新たに発見された横穴墓



第６図　横穴墓全体図
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第１図　１号横穴墓平面図

第２図　１号横穴墓調査前状況 第３図　１号横穴墓敷石検出状況

 第４図　１号横穴墓人骨検出状況 第５図　１号横穴墓羨門・羨道

第７図　２号横穴墓平面図

第８図　２号横穴墓人骨検出状況 第９図　２号横穴墓敷石検出状況 第 10 図　２号横穴墓羨門
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はじめに

１　稲村坦元の事績
（１）曹洞宗僧籍として

２）曹洞宗史を中心とした仏教史研究

（３）東京府（都）・埼玉県における史跡・文化財の調査報告、
自治体史執筆・編纂、文化財保存活動



（４）郷土史研究会の運営と活動

（５）郷土史研究の執筆

２　青石塔婆（板碑）研究

3　柴田常恵、後藤守一、考古学との関わり

おわりに



時代
遺構
遺物
キーワード
調査概要

 ５　国分寺市　武蔵国分僧寺跡－北方・推定中院地区－

国史跡武蔵国分寺跡の保存活用および整備に向けた発掘調査
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第２図　大型土坑・瓦側壁を伴う
第２図　掘立柱建物 (SB39)

第１図　僧寺北方・推定中院地区の調査状況

第４図　SB39 瓦側壁
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 ６　江戸川区　上小岩遺跡

東京低地東部における古代、中・近世の集落遺跡を発見

時代

遺構

遺物

キーワード
調査概要



58 号遺構

未掘

未掘

未掘

第１図　古墳時代方形周溝

第２図　古墳時代土坑
　　　　遺物出土状況

第３図　奈良時代竪穴建物跡全景第３図　奈良時代竪穴建物跡全景

第６図　中世土坑遺物出土状況
第７図　中世溝状遺構遺物出土状況

第４図　上小岩遺跡区立小学校地点遺構配置図

第５図　紀年銘のある板碑片



 　7　新宿区　納戸町遺跡

文人趣味に興じた御納戸町の旗本・御家人　

時代
遺構

遺物

キーワード
調査概要



掘立柱建物跡
礎石建物跡
井戸跡

溝跡

地下室 /大型土坑群

凡例

0 5m

第３図　遺構全体図

第１図　調査地点
                    （国土地理院「基盤地図情報」・「基盤
                     地図情報数値標高モデル」を元に
                    「基盤地図情報ビューア」で出力 )

第２図　御府内往還其外沿革図
　　　　書十一（延宝年中）部
　　　　分※1 と調査対象周辺
　　　　の空中写真※2

　　　　
　　　 ※1 国立国会図書館ウェブサイ
                      トより転載したものに加筆
　　　    ※2 国土地理院撮影の空中写真
                      に加筆

第４図　区画溝の検出
　　　　状況

第５図　フラスコ形の地下室の
　　　　覆土断面

第６図　土蔵基礎の検出状況

第７図　地下室から出土したイ
　　　　ヌの全身骨格

第８図　軟質陶器の皿 第９図　禁裏様式の碗と皿



 　8　国分寺市　中藤新田分水跡（胎内堀）

玉川上水から引水した幕末から明治初期のトンネル状水路

時代
遺構　

遺物

キーワード
調査概要
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→

第３図　A区・C区の胎内堀と開渠堀

第４図　A区全景（南から）
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第５図　C区全景（北から）

第６図　中藤新田分水模式図

第１図　調査地点の位置と中藤新田分水（胎内堀）の変遷概念図

第２図　調査全体図



時代
遺構
遺物

キーワード
調査概要

 　紙上発表　港区　国史跡旧新橋停車場跡及び高輪築堤跡

鉄道開業 150 年記念を前に再び姿を現した日本最初の鉄道遺構



第１図　史跡の位置

第２図　旧新橋停車場跡駅舎の基礎石積み

第３図　高輪築堤跡（第 7橋梁部）

第５図　第７橋梁橋台部

第６図　張り出し遺構（信号機跡）

第４図　品川方面へ向けて湾曲する高輪築堤（北から）

＊本稿の調査概要と写真は、令和４年６月 26 日（日）に埼玉県立歴史と民俗の博物館講堂にて開催された『関東考
古学フェア遺跡発表会 発掘された関東の遺跡 2022』資料の平河内毅「東京都港区 史跡 旧新橋停車場跡及び高輪築堤
跡―海上に堤を築いて走った日本最初の鉄道―（明治時代）」、同誌の表紙及び口絵からの転載である。
転載の過程で明らかな誤字・脱字を訂正し、本発表要旨と体裁を整えるために、時代、遺構、遺物、キーワード、遺
跡の特徴を加えた。
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